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スタイルも異なる作品が選ばれてきた。選曲の

仕方も融通無碍。この自由さ、自在さがアルトシュ

テットの大きな魅力だ。しかもこのプログラム、

注意深くみると、すべての曲がスコルダトゥーラ

（本来のチェロの調弦と異なる調弦を施して演奏

するよう指示されている）で演奏される（後半の

ヴィトマンとコダーイは同じチューニング）。かの

クレーメルの後を引き継ぎ、ロッケンハウス音楽

祭のディレクターも務める才人らしいプログラム

の作り方といえようか。

　なにしろ、見えているもの、感じているもの、

伝えたいことがちょっと人とは違うのではないか

と感じる異才。トッパンホールの空間と出会って、

彼の中にどんなインスピレーションが湧くのかも

とても楽しみ。予測がまったくつかない彼の

無伴奏。ワクワクしながら登場を待ちたい。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　不思議な才能がまた一人、トッパンホールに

登場する。その名は、ニコラ・アルトシュテット。

　アルトシュテットといえば、2018年のオースト

リア・ハンガリー・ハイドン管弦楽団を率いての

弾き振りする姿が記憶に残っていらっしゃる方も

多いのではないだろうか。アグレッシブに攻め

まくっているかと思えば、とてもしなやかに歌い、

ステージ上を音楽が縦横無尽に雄飛する。これは！

と思い、今回出演をお願いした。若き日、時に散見

された意欲が先走り暴走する姿は影を潜め、

その一方で、様々なアイデアを次から次へと駆使

して聴き手をアルトシュテット・ワールドに惹き

こむ手腕は変わらず健在。いや格段と上手くなって

いるといえよう。

　そんなアルトシュテットのトッパン初リサイタル

には無伴奏がふさわしいと思い、ソロをリクエスト

した。結果は、17世紀のドメニコ・ガブリエッリ

から21世紀のイェルク・ヴィトマンまで、時代も


